
ページ 用語 説明

給水人口
給水区域内に居住し、水道により給水を受けている人口を
いう。

有収水量
料金徴収の対象となった水量及び他会計等から収入の
あった水量。

有収率 年間総有収水量を年間総配水量で除したもの。

営業収益
収益勘定の一つ。主たる営業活動として行う財貨・サービ
スの提供対価としての収入で、収益の中心的なもの。

営業外収益
収益勘定の一つ。金融財務活動その他主たる営業活動以
外の原因から生じる費用。

長期前受金戻入
資産取得時に財源とした補助金等（長期前受金）を減価
償却に対応して収益化したもの。

原水及び浄水費
原水の取水、井戸や浄水場等の施設の維持管理に要する
費用。

配水及び給水費
配水管その他配水に係る設備、給水装置に附属する量水
器その他の設備の維持及び作業に要する費用。

業務費 料金の調定及び検針その他の業務に要する費用。

総係費 事業活動全般に関連する費用。

減価償却費

固定資産の減価を費用として、その利用各年度に合理的
かつ計画的に負担させる会計上の処理または手続きを減
価償却といい、この処理または手続きによって、特定の年
度の費用とされた固定資産の減価額を減価償却費とい
う。

資産減耗費 固定資産除却費とたな卸資産減耗費に分類される。

固定資産除却費
固定資産を廃棄する際に帳簿価額を除くことを除却とい
い、固定資産のまだ減価償却として費用化されていない額
を除却費とするもの。

たな卸資産減耗費
帳簿価額と実際のたな卸資産の現在額が一致しない額。
例えば破損や紛失し資産として価値を失ったもの。

4 流動資産
現金、預金、未収金及び有価証券のように販売過程を経
ないで容易に現金化されるもの。

利益積立金
利益剰余金のうち特定目的のため、積み立て使途を示す
名称を付して積み立てるもの。

建設改良積立金
利益剰余金のうち水道施設の更新などに活用する目的で
積み立てるもの。
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動力費 浄水場や配水場などの施設の電気料金。

委託料
窓口業務や浄水場運転監視業務などの委託業務にかか
る費用。

受水費 県営水道の受水費用。

8 企業債 建設、改良等に要する資金に充てるために起こす地方債。

供給単価
有収水量１㎥当りについて、どれだけの収益を得ているか
を表すもの。給水収益を年間総有収水量で除したもの。

給水原価

有収水量１㎥当りについて、どれだけの費用がかかってい
るかを表すもの。経常費用から受託工事費、材料及び不
用品売却原価、附帯工事費を差しいて年間総有収水量で
除したもの。

12 内部留保資金
減価償却費などの現金支出を伴わない支出や収益的収
支における利益によって、企業内に留保される自己資金の
こと。

13 建設改良費

資本的支出として４条予算に計上され固定資産の新規取
得又はその価値の増加のために要する経費で、経営規模
の拡充を図るために要する諸施設の建設整備などのため
のもの。具体的には、固定資産の購入、建設はもちろんの
こと、増築・増設に要する経費。

14 損益勘定留保資金

資本的収支の補填財源の一つで、当年度損益勘定留保
資金と過年度損益勘定留保資金に区分される。
当年度損益勘定留保資金は当年度収益的収支における
現金の支出を必要としない費用、具体的には減価償却
費、資産減耗費などの計上により企業内部に留保される
資金。過年度損益勘定留保資金とは、前年度以前に発生
した損益勘定留保資金で、当年度の補填財源として使用
できる額は、過年度に使用した額を控除した残額である。
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